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項目
標準デジタルテレ
ビジョン放送方式

(ISDB‐T)

デジタ

J.83C
(64QAM、256QAM)

ル有線テレビジョン放送方式

J.382
(未稼働)

ヘッドエンド入力信号条件

RS誤り訂正前の
ビット誤り率

・地デジ1×10-4以下

RS誤り訂正前のビット誤り率

・地デジ ： 1×10-4以下
・衛星 ： 1×10-8以下

高度広帯域衛星デジタル放送の所要ＣＮ比
・QPAK・・・・・・・・・・・・・・10dB以上
・8PSK・・・・・・・・・・・・・・・13dB以上
・16APSK(7/9以下)・・・・15dB以上
・16APSK(9/10以下)・・・21dB以上
・その他は現行通り。

変調方式 OFDM 64QAM 256QAM 256QAM
(OFDM)

1024QAM
(OFDM)

4096QAM
（符号化率4/5)

(OFDM)

4096QAM
（符号化率5/6）

(OFDM)

搬送波の周波数 90 ～ 770MHz（1GHｚ運用局もある）

搬送波の周波数の許容偏差 ±20kHz以内

搬送波レベル(㏈μV) 47 ～ 81 49 ～ 81 55 ～ 81 49 ～ 81 56 ～ 81 60 ～ 81 63 ～ 81

他の搬送波のレベルとの差 10dB以内 10dB以内 10dB又は 16dB以内

雑音のレベルとの差
（所要CN比）

24dB以上 26dB以上 32dB以上 26dB以上 33dB以上 37dB以上 40dB以上

反射による電磁波レベル
との差

1.5μs以上で
－30dB以下

1.5μs以上で
－30dB以下

1.5μs以上で
－35dB以下

1.5μs以上で－30dB以下
(現行64QAMと同じ)

妨害波のレベ
ルとの差

単一周波数 －35dB以下 －26dB以下 －34dB以下 －33dB以下 －39dB以下 －39dB以下 －40dB以下

多CH妨害 CTB -45dB以下 CTB -39dB以下 CTB -45dB以下 －26dB以下 －33dB以下 －37dB以下 －40dB以下

ハム変調 －30dB以下 －30dB以下 －30dB以下 －34dB以下
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有線一般放送の品質に関する技術基準を定める省令 別紙1
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有線一般放送の品質に関する技術基準を定める省令 告示第315号 抜粋 別紙3

標準デジタルテレビジョン放送方式の上側周波数のスペクトルマスク標準デジタルテレビジョン放送方式の下側周波数のスペクトルマスク

標準デジタルテレビジョン信号への
上側隣接チャンネル妨害レベル測定の例

(妨害信号256QAM：DOCSIS J.112B)の場合)
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